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Ⅰ 研究の成果(1000字 程度)
(図表 も含めて分か りやす く記入の こと)
胎児肝は、その高い増殖 および分化能 によ り、肝組織工学の細胞源 としての有 力な候補で
ある。本研究では、3つの可溶化 因子(オ ンコスタチ ンM(OSM)、ジメチルスルホキシ ド
(DMSO)、ニ コチ ンアミ ド(NA))存在下における、 ラッ ト胎児肝細胞の単層培養および三
次元培養 によるin vitro成熟化 を検討 した。三次元培養は、ポ リL乳 酸(PLLA)を細胞の
足場 として使用 した、旋廻培養である.ラ ッ ト胎児肝細胞の成熟の指標 として、アル ブミ
ン分泌およびチ トクロムP450(CYP)1A1/2酵素活性 を測定 した。結果 として、ラッ ト胎児
肝細胞の成熟 に有効な ことが示された。単層培養では、アルブミン分泌およびCYP1A1/2
活性 ともに、NAとDMSOの添加およびOSMとNAとDMSOの 添加 によって著 しく上昇
した。三次元培養は、同様 に肝機能 を分化が確認 された。 しか し、OSMの 添加は細胞の増
殖 に効果的であった。適 切な因子および三次元培養の共存効果が、後期妊娠 ラッ トの胎児
肝細胞のinvitroの成熟 を増強 しました。 このような基礎な条件は、ES細胞による肝分化
において重要いて も重要であろう。
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